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[ 研究概要 ]
　最も消費燃料が少ない軌道は？最も速く移動するには？という最適

制御問題を専門としています。航空宇宙工学分野を活動の場としていま

すので、惑星探査機の最小燃料軌道や航空機の最短時間旋回などの

問題を扱っていますが、他の分野への応用は可能です。競艇のボートの

最短時間旋回の計算を頼まれたこともあります。

　この図は初期状態から終端状態へ至る最小曲率変化率の軌道を

求めたものです。同じ長さの曲線で、右旋回軌道と左旋回軌道を比較

して、航空機の操縦が穏やかな軌道はどちらかを即座に判断するた

めの計算です。道路や配管などの設計にも応用できます。最適制御と

いう分野は最適設計に応用できます。

[アドバンテージ]
　一般に制御工学といえば、安定性を追及する制御系設計

が多く取上げられています。それに対して、最適制御は消費

燃料や制御時間などの性能の最適化を追求する理論です。

[事例紹介]
　最適制御は制御する時間の全区間を考えての最適化です

が、時々刻々の局所的な最適化から制御則を導くことも行っ

ています。図に示しますのは、衝突回避の研究事例です。障害

物で見えない領域から侵入機が現れるケースを示していま

す。最適な軌道は、減速して侵入機の後方を回避するＡグルー

プと加速して進入機の前方を回避するＢグループに分かれま

す。障害物の手前で回避機の経路が膨らむのは、情報を獲得

する行動を与えたからです。
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